
 

 

 

 

1２月の四字熟語 【蛍雪
けいせつ

の功
こう

（蛍雪之功）】 

苦労して学問に励むこと。また、その成果。 

「蛍雪」は蛍の光と雪明かりのことをいい、 

「功」は年功や、成し遂げた仕事・成果を意味する。 

参考文献：「絵でつづるやさしい暮らし歳時記」日本文芸社 

    ：「新明解四字熟語辞典 第二版」三省堂 

 

     「くらし歳時記」 

【大晦日
おおみそか

】 ―― 12月３1日（旧暦 12月晦日） ―― 

「晦日
み そ か

」は、本来「三十日
み そ か

」と書き、月の 30番目の日という意味でしたが、転じて月の

最終日を指すようになりました。大晦日は、一年最後の月の最終日であることから、「大」

がつけられたのです。 

晦日は「つごもり」とも読み、月が隠れて見えなく頃「月隠
つきごもり

」を意味します。 

２０２３年 teen´s季節のカレンダー 

― 一年を締めくくり、正月の準備に追われる多忙な月 ― 

一年最後の月。「いよいよ 12月ですね」とあいさつが交わされるように、一年を締め

くくる忙しいときです。 

旧暦でいう「師走
し わ す

」という言葉にも、年の瀬の慌ただしさが感じられます。語源につい

ては、年末で皆忙しく、普段走らない師匠（僧侶）さえも忙しく走り回る月だからという

解釈が一般的です。 
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1２月の本「キャロリング」 有川 浩／著 

両親の不仲に心を痛める航平。本当の想いを打ち明けることなく

別れ、気まずいままの大和と柊子。倒産、離婚、失恋、そして…。 

クリスマスにもたらされるささやかな奇跡の連鎖。 

有川浩が贈るハートフル・クリスマス。 


